
事業の内容 

次世代人工知能・ロボット中核技術開発 
平成2９年度予算案額 45.0億円（30.6億円） 

①産業技術環境局 研究開発課 
  03-3501-9221 

事業イメージ 
事業目的・概要 
 少子高齢化の中での人手不足やサービス部門の生産性向上等の課題
の解決に向けて、人工知能が、場面や人の行動を理解し柔軟に行動す
ることで、人間を支援する社会の実現が必要です。 

 このような社会を実現するためには、人工知能技術そのものの他、ロボット
が柔軟に作業するためのセンサ（感覚）やアクチュエーション（動作）の
技術など、必要だが未達な技術が存在します。 

 本事業では、こうした未だ実現していない次世代の人工知能・ロボット技
術のうち中核的な技術の開発を、産学官連携で実施し、人工知能技術
とロボット要素技術の融合を目指します。 

 あわせて、人工知能技術等について、国際競争力強化を図るため、(研)
産業技術総合研究所において新たな研究体制の整備を行います。 
 

成果目標 
 平成27年度から31年度までの5年間の事業であり、本研究開発を通じ
て取得された特許のうち6件以上を活用して、次世代人工知能を実装し
た6種類のロボットの研究開発を目指します（平成32年度目標）。 

 また、本事業によって、海外から招へいする卓越研究者を含む研究チーム
を立ち上げることにより、企業との共同研究など民間資金等による研究開
発を2件以上実施することにつなげます（平成32年度目標）。 
 

条件（対象者、対象行為、補助率等） 

場面に合わせて柔軟に対応する 
人工知能 

自律的に多様な作業を 
実現する 

スマートアクチュエーション 
 教示の省力化を実現するロボット
動作の自動計画技術 

 重いものの持ち上げと精密な動作
の両方を実現し、かつ軽量な人工
筋肉等の革新的動作技術と制御
技術 等 

 場面や人の行動を理解・予測し、適切に行動する賢い知能 
 ロボット同士が高度に連携するための知識・経験共有基盤技術 等 

環境の変化に 
影響されない 

視覚・聴覚等(センシング) 
 屋外で高速かつ精密に距離を
計測するセンサや光沢物等の
難識別物を認識するカメラシス
テム 

 環境変化を学習し、柔軟に対
応する視覚・聴覚・力触覚シス
テム 等 

 人工知能技術等について、(研)産業技術総合研究所において新たな
研究体制の整備（海外の卓越研究者の招へい等による研究チームの
整備等）を行う。 

②研究体制の整備 

①中核的な技術開発 

国 民間企業・ 
大学等 

委託 (研)新エネルギー・産業技術 
総合開発機構(NEDO) 

交付金 ① 

(研）産業技術総合研究所
(AIST) 

交付金 
② 

②産業技術環境局 技術振興・大  
  学連携推進課 産業技術総合研   
   究所室  03-3501-1366 

国 

リスク評価・性能評価技術等 

全方位に自律移動する次世代車椅子 

【例】  
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